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 各市町教育委員会  

  学校保健主管課長 様 

 

山口県教育庁学校安全・体育課長 

 

学校におけるスポーツ外傷等による脳脊髄液減少症への適切な対応について 

 

 このことについて、別添写しのとおり、文部科学省から通知がありました。 

 スポーツ外傷等の後に、脳脊髄液が漏れ出し減少することによって、起立性頭痛（立位

によって増強する頭痛）などの頭痛、頚部痛、めまい、倦怠、不眠、記憶障害など様々な

症状を呈する脳脊髄液減少症と呼ばれる疾患が起こりうることは、これまでに機会をとら

えてお知らせしてきたところです。 

つきましては、貴管内の学校において、事故発生後の適切な対応をお願いするとともに、

事故後の後遺症について十分な理解が得られなかったなどの事例があると指摘もされてい

ることから、必要に応じ、養護教諭を含む教職員等が連携しつつ、個々の児童生徒等の心

身の状態に応じ、学習面を含め学校生活の様々な面で適切に御配慮いただきますよう、引

き続きお願いします。 

 なお、「脳脊髄液減少症」に対する硬膜外自家血注入（いわゆるブラッドパッチ）につい

ては、平成２８年度診療報酬改定において、保険適用の対象とされています。 

 おって、学校の管理下における負傷による当該症状の治療で、保険診療の対象となるも

のについては、独立行政法人日本スポーツ振興センターが実施する災害共済給付の対象と

なりますので御留意願います。 
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